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第４５回体育祭に向けて
～中学校生活初の体育会・行事に「本気を出して」皆で楽しもう！～

満開だった桜も散り、４月もあっという間に月末を迎えました。ここ数日は急激な気温の変化で、
体調を崩しやすい時期でもあります。気をつけて過ごしましょう。
新しいクラスにも随分慣れてきたようで、教室の中から明るい笑い声がよく聞こえています。ミチ

ザネノートの日記にも「新しい友達ができました」「部活動に入りました」という声が見られ、生き生
きと学校生活を過ごしていることに安心しています。新しい仲間との出会い（縁）を大切にして、中学
校生活初の１年間を思い出深いクラス・学年にしてほしいと思います。

さて、新しいクラスがさらに一つにまとまる「第４５回体育祭」に向けて学校が動き始めました。
先日、ブロック結団式が行われ、体育祭の要となるブロックリーダー・演技リーダー・テーマリーダ

ーや、体育祭運営に関わる実行委員の紹介がありました。
３年生の先輩方が、全校生徒の前に立ち、堂々とした態度で、体育館に響き渡る大声で意気込み

を伝えた姿に、圧倒されたことと思います。改めて、中学校のすごさを感じたのではないでしょうか。

第４５回体育祭 リーダー一覧（敬称略・フォントに出ない文字は他の文字で対応しております）

体育祭スローガン 「星翔（スタート）」 ～共に輝き 駆け抜けろ～

ブロック・学級 赤ブロック（１組） 青ブロック（２組） 黄ブロック（３４組）
ブロックテーマ 緋炎万昇 獅子奮迅 虎視眈々

ブロック長（3年生） （３の１） （３の３） （３の２）

ブロックリーダー

演技リーダー

テーマリーダー

結団式で、体育科の黒﨑先生が次の４つを目指してほしいとお話しされました。

⑴ 本気を出して挑もう。皆さんがもっている可能性を伸ばして、皆で成長しよう。
⑵ リーダーシップとフォロワーシップを大切しよう。リーダーとして、フォロワーとしてそれぞ
れの立場で本気を出しあって、お互いによりよい人間関係をつくろう。

⑶ 勝ちにこだわろう。相手をけなすのではなく、フェアプレーで競いあい、少しでも点数をと
ろうとする意欲を身につけよう。

⑷ 感動できる体育祭にしよう。新学年になって初めての大きな行事、全員が「頑張ってよか
った」といえる体育祭になると、次からの学校生活も楽しくなります。

どれも、日頃の学校生活とつながることで、体育祭だけが特別なことではありません。これから、
2週間あまりの練習で、皆さんがどんなに成長するか、とても楽しみです。
５月２１日の体育祭閉会式で「頑張ってよかった」と自分自身に言えるように、そして「皆で頑張る

ことは楽しい」とお互いに言えるような、すばらしい体育祭をつくりあげましょう。

★体育会練習期間の道具や準備について、もう一度確認しましょう。
① 毎日用意する物は体操服・帽子・はちまき（後日配布します）・お茶・タオルです。
② 体調不良やけがなどで見学する場合は事前に担任の先生に相談してください。
② はちまきや帽子は、自分の机のフックにかけておきましょう。
③ お茶は自分のものを持ってくること。人のお茶を絶対に飲んだりしないこと！
④ 日焼け止めは、化粧品でないもの（無色か白色・無香料）を使いましょう。

お知らせ 体育祭期間中、以下は登校日となっています。再度ご確認ください。
・５月13日（土） 愛校作業（軍手必要）火５・火６授業・体育祭練習 （15日振替休日）
・５月20日（土） 体育祭練習および準備 （22日振替休日）
・５月２１日（日） 体育祭 （23日振替休日）
☔雨天等により体育祭当日が変更された際の日程は、既にお知らせしております。

保護者の皆様
子どもたちにとって中学校生活初の体育祭の取り組みが、いよいよ始まりました。
中学校生活初の大きな学校行事に、子どもたちもわくわくしています。体育祭結団

式では、３年生の堂々たるリーダーシップに、小学校とは違うことを感得していたようです。
この行事に向けて「中学生としてもっと成長したい」「体育祭を通して皆と仲良くしたい」「自分

の限界に挑戦したい」といった、子どもたちの前向きな思いを感じています。体育祭を通して、子
どもたちが一回りも二回りも成長することを願っています。
体育祭練習は、５月２日から本格的に始まります。練習期間中は、体操服の洗濯や水分の補給

また感染対策等お手数をかけますが、体調管理等もあわせてご準備いただくようお願いします。
最後になりましたが、先日の授業参観・PTA総会では、多くのご参加をいただきまことにありが

とうごさいました。総会でもご紹介しましたが、本年度の学年委員長を塚本史佳さま、副委員長を
伊東絵理子さまにお引き受けいただくことになりました。どうぞよろしくお願いいたします。


